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［２］研究経過 
 COVID-19 は SARS-CoV-2 を原因とする呼吸器感

染症である。他グループよりSARS-CoV-2のgenome 
RNA 内に未知の修飾領域が報告されている。これま

で申請者は、東北大学加齢医学研究所モドミクス医学

分野 魏 范研教授とともに修飾RNAおよびその分

解産物である修飾ヌクレオシドに関して月に 1 回の

Zoomミーティングを通し共同研究を行ってきた。 
 今回我々は SARS-CoV-2 感染細胞や COVID-19 感

染患者の血清および尿から、モドミクス医学分野保有

の高速液体クロマトグラフ質量分析計を用いて修飾

ヌクレオシドを一斉解析することで COVID-19 特異

的修飾ヌクレオシドを特定した。 

 
 

［３］成果 
 （３－１）研究成果 
 本年度は以下に示す研究成果を得た。 
 まずACE2過剰発現HEK293細胞にSARS-CoV-2
を感染させRNA を抽出した。この抽出RNA 内の修

飾を解析したところ6種類の修飾ヌクレオシドが感染

に伴い上昇していることを明らかにした。 

 

 次に COVID-19 感染患者の血清内修飾ヌクレオシ

ドを評価したところ、上記で上昇を認めた6種類のう

ち2種類が、健常者の血清と比較し有意に上昇してい

ることを明らかにした。またこれらの上昇はCOVID-
19の重症度や予後に応じて上昇していた。 

 
 
 また COVID-19 患者の尿に関しても同様に修飾ヌ

クレオシドを評価したところ同様に上昇を認めた。 
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新規検査マーカー探索 

島津製作所社製質量分析器 



 

（３－２）波及効果と発展性など 
 本研究結果より、血清中修飾ヌクレオシドはPCR検

査とは大きく異なり、重症度判定や予後とも関連して

いることが示唆された。本研究結果を社会実装するた

めには、質量分析器の解析時間短縮化や検体前処理の

煩雑さ等が課題として挙げられる。そのため現在、上

記課題を解決しうる2社を選定し産学連携共同研究を

開始している。本共同研究の結果をもとに診断システ

ムを構築する事で、本研究結果を社会還元することに

加え、修飾ヌクレオシドでの診断という新しい領域を

開拓することに繋がると考える。 
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